
すぎなみ社協
杉並社協のマスコット
キャラクター「うぇるくん」

ホームページでもご覧になれます。http://www.sugisyakyo.com

ささえあう  地域づくりが  仕事です

〒167-0051
杉並区荻窪5-15-13
あんさんぶる荻窪5階

ｅ-mail 
fukushi@sugisyakyo.com

社会福祉法人
杉並区社会福祉協議会
社協は地域福祉を推進する
社会福祉法人（民間団体）です。No.156

広報紙「すぎなみ社協」は奇数月（5・7・9・11・1・3）10日発行です。

2013.7.10

☎03（5347）1010（代）
社協すぎなみ社協すぎなみ

音声コード
専用の読み上げ装置で
読み取ってください。

音声コード
専用の読み上げ装置で
読み取ってください。

主な記事
2面	●�ボランティア活動者に関

する意識調査報告書から
3面	●�平成24年度 杉並社協決算

および事業報告
	 ●�紹介します　地域の身近

なパートナー
4面	●�ささえあう地域福祉の輪

杉並社協 感謝のつどい
「鎌田實　いのちの対話 in 杉並」
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鎌田　實　さん 　医師、作家。1948年、東京生まれ。東京医科歯科
大学医学部卒業。39年間、医師として地域医療に携
わり、チェルノブイリ、イラク、東日本の被災地支
援に取り組む。2009年ベストファーザーイエローリ
ボン賞（学術・文化部門）受賞。2001年日本放送協
会放送文化賞受賞。ベストセラー「がんばらない」
をはじめ、「アハメドくんのいのちのリレー」「がま
んしなくていい」（以上集英社）、「よくばらない」
（PHP研究所）、「ウェットな資本主義」（日本経済新
聞出版社）、「チェルノブイリ・フクシマ－なさけな
いけどあきらめない」（朝日新聞出版社）など著書
多数。現在、諏訪中央病院名誉院長。

　毎年10月から始まる赤い羽根共同募金。皆さまからいただいた募金は、地域福祉推進を
目的としたさまざまな事業や福祉施設に配分され活用されています。東京都共同募金会杉
並地区配分推せん委員会では、赤い羽根共同募金運動における地域配分の申請を募集して
います。

●配分の対象
　杉並区内に所在する各種民間社会福祉施設・
団体
①　児童厚生施設（児童館）
②　�保育施設（保育所、認証保育所、保育室）
③　�障害者の地域生活支援事業を行う施設・団
体及び小規模作業所

④　�社会福祉施設（グループホーム等）
⑤　�その他
●対象事業
①　�備品整備（利用者のためのもの）
②　小破修理
③　�利用者のための研修・講習会等プログラム
事業

●配分金額
　30万円以内
（申請事業における総事業費の75％以内）

●申請方法
　募集要領を確認のうえ、必要書類を提出
●申請期限
　平成25年８月30日（金）午後５時まで
●配分決定
　平成26年３月下旬に通知
●交付時期
　平成26年６月に送金予定
●申込み・問合せ
　東京都共同募金会杉並地区配分推せん委員会
（杉並ボランティア・地域福祉推進センター内）
☎ 03（5347）3939
詳しくはホームページをご覧ください。
http://borasen.jp（検索「ぼらせん.jp」）

地域福祉を推進する事業に配分します�
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講　師 進行役
村上　信夫　さん　2001年から11年に渡り、『ラジオビタミン』や『鎌

田實いのちの対話』など、NHKラジオの「声」と
して活躍。現在は、全国を回り「嬉しい言葉の種ま
き」をしながら、文化放送『日曜はがんばらない』（毎
週日曜10：00 ～）、月刊『清流』連載対談～ときめ
きトークなどで、新たな境地を開いている。大阪
で『ことば磨き塾』主宰。1953年、京都生まれ。元
NHKエグゼクティブアナウンサー。これまで、『お
はよう日本』『ニュース７』『育児カレンダー』など
を担当。著書に『これで生きるのが楽になる』（扶
桑社）『嬉しいことばの種まき』（近代文藝社）『ラ
ジオが好き！』（海竜社）など。趣味、将棋（二段）。
http://murakaminobuo.com ※写真はラジオマニア誌提供
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　杉並ボランティア・地域福祉推進センター（以下、センター）は
ボランティア活動を応援するために、情報収集・発信、研修企画、
相談対応等の事業を行っています。昨今、ボランティアを取り巻く
環境は著しく変化してきています。そこで今回、ボランティア活動
がより活発に行われていくためにはどうしたらよいのか、そのため
にセンターがさらに力を入れるべきことは何かを考えるため、ボラ
ンティア活動者の意識調査を行いました。

調査期間 　平成23年11月～ 12月
調査対象 　�杉並区に在住、在勤、在学し、ボランティア活動に参加し

ている18歳以上の男女2,739名
実施方法 　個人、団体宛てに調査票を郵送、返信用封筒で返送

　　　　　　　→回収率は28.7％（787票回収）。
実施体制 　�センター運営委員会・調査研究部会、立教大学コミュニテ

ィ福祉学部・藤井敦史教授、和秀俊助教と連携して実施。

※ホームページで調査報告書を見ることができます　URL：http://borasen.jp

帯
「レイヤー3」に帯をコピー

↓
ドロップシャドウ（乗算・40・0・1・0.5・帯の色）

↓
アピアランスを分割→グループ解除→帯の削除

↓
透明部分を分割・統合（高解像度）

円
グラフのふち円を「レイヤー3」にコピー

↓
光彩外側（スクリーン・黒100・40・2）

↓
アピアランスを分割→グループ解除→円の削除

↓
透明部分を分割・統合（高解像度）

↓
グレースケールに変換

2. 息抜きやストレス解消になっている

〈年齢×ボランティア活動を通じて得たこと〉（クロス集計）

そう思う　18人 そう思わない　20人

40人

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

80代
以上

70代

60代

50代

40代

30代

20代

10代

12人

22人 5人

43人 19人

53人 40人

148人 86人

79人 43人

10人 6人

〈ボランティア活動を通じて得たこと〉（単純集計）

1. 活動自体が楽しい

非常に
そう思う
261人

そう思う
373人

あまり
そう思わない
51人

ボランティア活動で
たくさん友達ができたんだ！

新しい自分の
発見にもなったよ

全く思わない
1人

　「自分のため」のボランティア

　これからボランティア活動を始めたいという人
を対象にした基本的な説明会です。「ボランティア
って何？」「どうしたら活動を始められるの？」等
の質問にお答えします。お気軽にご参加ください。

日　時 　平成25年７月26日㈮、８月27日㈫
　　　　10：00～11：30／13：30～15：00／
　　　　19：00～20：30　１日３回開催
会　場 　�杉並ボランティア・地域福祉推進センター

（荻窪５－15－13　あんさんぶる荻窪　５階）
定　員 　各回７名（先着順）
申込み 　�前日までに電話にてお申し込みください。
　　　　�杉並ボランティア・地域福祉推進センター
　　　　☎03（5347）3939

1

調　査　概　要

　質問項目の「ボランティア活動を通じて得
たこと」の問いに対して、「困っている人を
助けること（58.7％）」、「活動が社会を変え
る実感（46.8％）」等の回答は３～５割強で、

「活動自体が楽しい（92.4％）」、「自分の人格
形成や成長にプラス（79.9％）」等の回答が
６～９割という高い割合でした。また、「息
抜きやストレス解消になっている（63.9％）」

と回答した20 ～ 40代が７割以上いることが
わかりました。
　このことから、自分のためにボランティア
活動を続けていく結果として、人のための活
動となっているという傾向がみられ、かつ20
～ 40代の世代には、ストレス解消のひとつ
の手段として、ボランティア活動を行ってい
るのではと読み取ることができました。

ボランティア説明会
はじめての

　活動年数と活動を中断または辞める意識に
ついての関係を見ると、全体的に活動年数が
長くなればなるほど、活動を続けようかどう
か迷っている割合が高くなる傾向がみられま
した。その原因として、「知識や技術不足（31.0
％）」、「相談できる人やアドバイスをしてく
れる人がいない（19.8％）」という回答が目
立ちました。また年代別の傾向から、10 ～
20代が「活動に求められる知識や技術が不足

している（49.9％）」と感じており、「活動者
同士の交流機会（45％）」を高い割合で望ん
でいることもわかりました。
　よって、活動を以前から行っている経験者
やリーダーが、ボランティア活動の意味を気
づかせ、揺らいでいる活動者に活動の評価や
確認ができる場面を用意していくことが重要
であることが見いだせました。また、次代の
ボランティアを担う若者に、一歩踏み出して
ボランティア活動に参加してもらえるような
機会や場をどう作り出すかが重要であるとい
うこともわかりました。

　今回の調査結果と分析により、センターは、
年齢や職業別、特に次代を担う若者や学生に
焦点を当て、区民が主体的かつ継続的にボラ
ンティア活動に参加できるような企画に取り
組み、情報発信の方法を検討していきます。

　また、多くの区民がボランティア活動に参
加しやすくするために、活動先のリーダーが
メンバーの活動の悩みや課題、成果を共有で
きるように調整する力をつけていくこと、活
動者同士の交流の機会を増やしていくことが
求められています。今後センターでは、リー
ダー研修やボランティア同士の交流の機会づ
くりを積極的に手がけていきます。

〈具体的な事業内容については次号№157号
でご紹介します〉

　�ボランティア活動を継続して
いくために必要なこと

　�杉並のボランティア活動に
　必要なこと、
　センターができること

2

3
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１　地域福祉活動推進事業（福祉のまち基盤強化）

　地域のつながりや顔が見える関係づくりを目的とした、「きずなサロン」
は、新規８か所を加えて、20か所に拡大しました。
　また、「すぎなみ地域福祉フォーラム2012」は、一昨年度に引き続き区
民参加による実行委員会形式によって企画運営し、西荻地域区民センター
で開催しました。数多くの企画を実施したことで、様々な世代に向けて地
域のつながりや区民の共助力の大切さを伝える、貴重な発信の場となりま
した。

２　�地域包括支援センターケア２４の運営（高齢者をささえるネットワークづ
くり）

　地域の医療機関との連携や、町会自治会・民生委員との連携など顔の見
える関係づくりに加え、地域の大学、小学校PTAとの共同事業の実施や
あんしん協力員の自主的な活動への支援を通じて、高齢者の地域での生活
を支えるネットワークのより一層の強化に努めました。

３　会員組織の強化

　「創立60周年記念式典」や「感謝のつどい」などには、賛助会員をはじ
め多くの区民の皆さまに参加していただきました。その機会を捉えて杉並
社協の活動紹介や入会案内を行い、積極的に会員拡大に努めました。また、
ホームページの見直しをはじめ、事業の周知ＰＲにも力を注ぎました。こ

　杉並区社会福祉協議会の収入は、杉並区等
からの補助金、委託金が73％を占めています。
　主な支出は福祉サービス利用援助事業（地
域福祉権利擁護事業）、歳末たすけあい募金
配分金を財源とする地域福祉活動推進事業、
補助金によるボランティア活動推進事業や区
民参加型ホームヘルプ事業、受託金によるフ
ァミリーサポートセンター事業、地域包括支
援センターケア24の運営、認定調査事業、そ
れらの事業を支える人件費、事務費です。
　また、創立60周年記念事業及びボランティ
アバス運行事業は区からの補助と自主財源を
併せて実施いたしました。
　皆さまからの会費、寄附金は、創立60周年
記念事業のほか、ホームページの運営や広報
紙の発行、車いす貸出事業に充当させていた
だきました。

の結果、活動の基盤を支える賛助会員数は個人会員を中心に増加し、会費
総額も伸びています。

４　ボランティア活動推進事業（はじめての地域活動応援事業）

　区民の地域活動入門編として実施している「はじめてのボランティア説
明会」には、毎回多数の申し込みがあり、多くの区民に活動への参加の機
会を提供できました。
　また、地域の活動情報の発信として有効なボランティアセンターホーム
ページを全面的にリニューアルし、その利便性を高めました。

５　高齢者や障害者の権利擁護事業

　「地域福祉権利擁護事業」の契約者は169名となり、「あんしん未来支援
事業」の契約者累計は25名となりました。制度の周知・理解のための説明
会を12回実施するなど、必要とする区民が必要とするそのときに、これら
のしくみが利用されるよう努めました。

６　創立60周年記念事業

　７月に開催した「杉並社協創立60周年記念式典」には950名の来場があり、
講演会等その他の60周年記念事業にも多くの方にご参加いただきました。
また、「創立60周年記念誌」は、杉並社協に様々な形で関わってくださっ
た方々のご協力により、これまでの歩みと今後への期待が凝縮された記念
誌となりました。記念グッズも作成し、杉並社協の周知活動にも努めまし
た。

平成24年度　決算報告（収入の部） 平成24年度　決算報告（支出の部）

介護保険収入
27,056,617

ボランティア
3,841,475

高齢者入居支援
1,030,426
交通遺児
315,470事業収入

1,385,045

積立預金
取り崩し収入
4,746,920

会費収入
6,013,200寄附金収入

7,972,236

合　計
559,770,625

合　計
559,770,625

その他収入
96,764,883

補助金収入
203,732,931

福祉サービス
63,710,753

地域福祉
61,424,999

ホームヘルプ
54,603,867

受託金収入
212,098,793

受託事業
219,338,417

法人運営
155,505,218

(単位:円)

　月１回の定例会は行政の出席の
もと、区の施策説明や依頼事項の
ほか、委員同士の情報交換の場と
なっています。また、震災救援所
の運営、児童の健全育成や子育て
の応援、行政関連団体からの行事
の参加協力依頼等、多岐にわたる
地域福祉活動に積極的に取り組ん
でいます。自主活動の子育てサロ

　日頃の民生委員活動に加えて、
毎週金曜日にはゆうゆう堀ノ内松
ノ木館で「ふれあいサロンきず
な」、毎月第３水曜日には和田区
民集会所で「すくすく子育てサロ

ン和田堀」を開催しています。子
育てサロンは保健センターの保健
師や栄養士の協力を得て、子育て
の無料相談も実施しています。
　毎年初冬に開催される大宮八幡
宮での花笠まつりでは、手づくり
の甘酒を販売しています。その売
り上げは、杉並区社会福祉協議会
に寄附し、地域福祉の推進に寄与
しています。

ママも赤ちゃんもリラックス
（子育てサロンの様子）

おいしい甘酒は毎年大人気！
（大宮八幡宮花笠まつりの様子）

高円寺中央地区
民生委員児童委員協議会

民生委員・児童委員、主任児童委員

東京都民生委員・児童委員キャラクター「ミンジ－」▼

紹介します
地域の身近なパートナー 和田堀地区

民生委員児童委員協議会

【民生委員・児童委員に関するお問合せ】
杉並区保健福祉部管理課　地域福祉係

☎ 03（3312）2111( 代表 )

③

ンは40年前から継続していてママ
さんたちの情報交換や憩いの場と
なっています。地区のモットーは

「かすかなシグナルをも見落とす
な！」

平成24年度　杉並社協　決算および事業報告
決　算　報　告

主な事業報告
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音声コード
専用の読み上げ装置で
読み取ってください。

音声コード
専用の読み上げ装置で
読み取ってください。

各ページの下端についている「音声コード」は、目の不自由な方などの
ために、本紙に掲載された印刷情報をデジタル情報に変えるための二次
元のバーコードです。専用の読み上げ装置で読み取り、音声で聞くこと
ができます。なお、コードの位置を示すために切り込みを入れています。編集後記

今号は盛りだくさんの内容のため、四コマ
まんがと「なるほどうぇるくん」はお休み
しました。次号をお楽しみに！（nao）

地域福祉地域福祉地域福祉
の

輪輪輪

ありがとうございました 

●●●●●寄附者名簿〈敬称略〉●●●●●

〈団  体〉

11 件……………………………………………… 488,027 円
№ 154 号（3月 10日発行）の寄附者名簿に誤りがありま
した。訂正しておわびいたします。
正）和田堀地区住民福祉協議会…………………23,665 円
誤）向井　惠二……………………………………23,665 円

〈匿　　名〉
後藤　光雄……………………………………… 100,000 円

〈個　　人〉

ＡＳＡ西浜田山　高山道雄………………………16,000 円
NPO法人日本入れ歯リサイクル協会………… 145,976 円
あゆむ弁当　三鷹 ･調布 ･杉並店……………… 6,628 円
イトーヨーカドー　労働組合　高井戸支部……… 8,400 円
ハイランドセンター　チャリティーバザー実行委員会…… 500,000 円
ルミネ荻窪店　恵比寿様…………………………74,470 円
家庭倫理の会杉並区　会長　太田　守信……… 5,000 円
関東バス　労働組合………………………………50,100 円
五日市通り商店会　………………………………10,000 円
財団法人　杉並正用記念財団……………………30,000 円
社団法人　杉並法人会　社会貢献委員会………95,740 円
杉並カレッジライフ　……………………………19,975 円
成一自治会　団体保険部一同……………………50,000 円
天沼中学校卒業生父母の会　……………………10,000 円
東京西南ロータリークラブ　………………… 100,000 円
東京土建一般労働組合杉並支部　…………… 214,515 円
特定非営利活動法人プロップK……………………20,000 円
特定非営利活動法人アース　……………………15,000 円
日本大学鶴ヶ丘高等学校　生徒会…………… 100,000 円

平成 25 年２月１日～５月 31 日まで
（お名前は承諾を得て掲載しています。）

「ケアラーズカフェ＆
ダイニング　アラジン」

　
「
介
護
を
す
る
人
の
都
合
で
自
由
に
立
ち

寄
っ
て
い
た
だ
け
る
、
常
設
の
場
を
求
め
て

い
た
ん
で
す
」
と
、
ス
タ
ッ
フ
の
森
川
さ

ん
。
今
回
は
阿
佐
谷
北
一
丁
目
に
あ
る
、「
ケ

ア
ラ
ー
ズ
カ
フ
ェ
＆
ダ
イ
ニ
ン
グ　
ア
ラ
ジ

ン
」
に
う
か
が
い
ま
し
た
。

行
き
た
い
と
き
に
い
つ
で
も
行
け
る

介
護
者
の
「
駆
け
込
み
寺
」

　
ケ
ア
ラ
ー
ズ
と
は
介
護
す
る
人
と
い
う
意

味
で
す
。
運
営
母
体
で
あ
る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
介
護
者
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン

タ
ー
ア
ラ
ジ
ン
」
は
「
ケ
ア
す

る
人
の
ケ
ア
」
を
目
的
に
結
成

さ
れ
た
市
民
団
体
で
す
。
団
体

で
は
介
護
を
す
る
人
が
「
疲
れ

た
と
き
に
す
ぐ
行
け
る
場
所
」

「
時
間
を
み
つ
け
て
行
け
る
場

所
」
の
存
在
が
必
要
で
あ
る
と

感
じ
、
開
設
の
た
め
に
試
行
錯

誤
を
重
ね
て
い
ま
し
た
。
そ
ん

な
と
き
、
ケ
ア
24
阿
佐
谷
の
職

員
か
ら
空
き
店
舗
の
情
報
を
得

て
、
大
家
さ
ん
が
両
親
を
み
と
っ
た
経
験
が

あ
る
方
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
場
所
を
貸
し

て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

誰
で
も
気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
ほ
し
い

　
取
材
の
当
日
は
、
90
歳
の
母
親
を
介
護
さ

れ
て
い
る
70
代
の
女
性
が
来
店
さ
れ
て
い
ま

し
た
。「
母
の
脈
拍
が
落
ち
着
い
て
き
た
の

で
、
そ
の
間
に
病
室
を
抜
け
て
き
た
。
あ
ま

り
食
欲
が
な
い
ん
だ
け
ど
…
」
と
言
わ
れ
て

い
た
女
性
が
、
ス
タ
ッ
フ
と
接
す
る
う
ち
に

「
う
ち
の
母
も
か
わ
い
ら
し
い
と
こ
ろ
が
あ

っ
て
ね
」
と
お
話
が
弾
み
、
最
後
に
は
「
お

食
事
も
コ
ー
ヒ
ー
も
お
い
し
か
っ
た
わ
」
と

晴
れ
晴
れ
と
し
た
顔
で
病
院
へ
戻
っ
て
行
か

れ
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

　
カ
フ
ェ
＆
ダ
イ
ニ
ン
グ
の
利
点
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
人
が
自
由
に
訪
れ
て
く
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
ま
た
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
意
味
が

な
い
と
考
え
て
い
る
そ
う
で
す
。「
今
は
全

く
介
護
に
関
係
の
な
い
生
活

を
送
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方

に
も
、
い
つ
か
は
介
護
し
た

り
さ
れ
た
り
す
る
と
き
が
来

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
店
内

に
あ
る
情
報
を
何
と
な
く
手

に
取
っ
て
い
た
だ
く
、
介
護

者
同
士
の
会
話
が
ど
こ
と
な

く
聞
こ
え
て
く
る
、
そ
う
こ

う
し
て
い
る
う
ち
に
少
し
ず

つ
で
も
介
護
に
つ
い
て
知
っ

て
も
ら
え
る
。
そ
ん
な
場
所
で
あ
れ
ば
と
思

い
ま
す
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
偶
然
居
合
わ
せ
た
男
性
介
護
者
同
士
で
お

話
が
弾
む
こ
と
が
あ
っ
た
り
、
そ
の
そ
ば
で

お
子
さ
ん
連
れ
の
マ
マ
グ
ル
ー
プ
が
お
食
事

さ
れ
た
り
。
最
近
は
遠
方
か
ら
足
を
運
ん
で

く
だ
さ
る
方
も
い
る
と
の
こ
と
。
片
隅
に
置

か
れ
た
ノ
ー
ト
に
は
、
来
店
さ
れ
た
方
の
さ

ま
ざ
ま
な
思
い
が
つ
づ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
夕
方
か
ら
は
お
酒
も
飲
め
る
バ
ー
に
な
っ

た
り
、
と
き
に
は
介
護
講
座
や
介
護
者
の
つ

ど
い
の
会
場
に
な
っ
た
り
。
い
ろ
い
ろ
な
顔

を
見
せ
て
く
れ
る
こ
の
お
店
が
、
い
ろ
い
ろ

な
人
を
つ
な
い
で
い
く
場
所
に
な
っ
て
い
る

こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

（
取
材　
村
瀬
）

私たちは杉並の地域福祉活動を応援しています。

当社は全国鍼灸マッサージ師協会の法人会員です

ご自宅に しますご自宅にご自宅に しますします

　アンケートの答えと、下記の事項を明
記し、8 月 19 日（月）までに、メール、
FAX、官製ハガキのいずれかの方法でご
回答ください。プレゼントの発表は発送
をもってかえさせていただきます。
・お名前（ふりがな）
・ご住所
・電話番号
・年代

【宛　先】
住所：〒 167-0051 杉並区荻窪 5-15-13
　　　あんさんぶる荻窪 5 階
　　　杉並区社会福祉協議会

F A X：03（5347）2061
E-Mail：fukushi@sugisyakyo.com 

　今後の紙面づくりの参考にさせていた
だきますので、ぜひご協力ください。
　抽選で５名様にクオカード（3000 円）、
10 名様に図書カード（500 円）を差し
上げます。

　　�今号で興味を持った記事はどれでし
たか？（複数回答可）

　　①	 杉並社協感謝のつどい
　　②	� 地域福祉を推進する事業に配分

します�
　　③	� ボランティア活動者に関する意

識調査報告書から
　　④	� 平成 24 年度　杉並社協決算お

よび事業報告
　　⑤	� 紹介します　地域の身近なパー

トナー
　　⑥	 ささえあう地域福祉の輪
　　⑦	 その他

　　�ご覧になった広報紙の感想について
選択してください。

　　①　満足
　　②　不満
　　③　どちらでもない
　　その理由：

　　��「すぎなみ社協」を読んだことがあ
りますか

　　①	 毎号読んでいる
　　②	 ときどき読んでいる
　　③	 初めて読んだ

　　��ご意見やご要望をご自由にお書きく
ださい。

問 1

問 2

問 3

問 4

読者アンケートのお願い読者アンケートのお願い

　あなたの大切な人のために、そしてあなた自
身が最期まで自分らしくいるために、事前にど
のような準備をしておけばよいのか、一緒に考
えてみましょう。

　　　　　　 講　師 　佐々木　悦子　氏
　　　　　　�（一般社団法人 日本エンディングサポート

協会理事長 / エンディングコンサルタント）

日　時 　平成 25 年７月 31 日（水）
　　　　 14：00 ～ 16：00
会　場 　あんさんぶる荻窪４階　第１・２・３教室
定　員 　60 人（先着順）
費　用 　無料

申込方法　�７月 11 日（木）から、お電話でお申し込
みください。

申込み 　あんしんサポート係
　　　　　☎ 03（5347）1020

講 演 会

エンディングノートの作り方
人生のしめくくりを自分らしく迎えるために

スタッフの渡部さん（左）と森川さん（右）

杉並区阿佐谷北１ー４ー１
☎ 03（6317）1634

【カフェタイム】
11：30 ～ 17：00（火～金）

【夕暮れバー】
17：30 ～ 21：30（木・金）


